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 Residents in the "group homes" for the elderly people with dementia spend a lot of time in the common 
activity areas. It is well recognized that these common spaces are playing important roles in the group home life. 
Besides the legally required common areas such as dining rooms and living rooms, some group homes have 
additional sub-common activity areas. 
 At three group homes in Hokkaido, we have conducted the time study on daily activities of the residents 
(where and what the residents are doing) , employing the behavior observation method as well as the interviews 
with the care staff. Purpose of this study is to clarify the influences on the life style of the residents coming from 
the different kinds of physical environments. Based on the findings, we are to establish a basic guideline for the 
planning of the sub-common spaces in the future group homes. On the survey day, behavior maps were drawn 
every 10 minutes from 7 a.m. to 8 p.m. Some of the results obtained from this study are shown below. 
 Unexpectedly, the sub-common spaces were not so well utilized by the residents. Therefore, it is quite 
difficult to determine if these sub-common spaces are giving influence on the life style of the residents or not. 
With the better and more active utilization of such sub-common spaces by the group home managements, these 
spaces could play more important roles for the residents. Due attention should also be paid to the physical 
environments when such sub-common areas be included in the space planning of the group homes.
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1.研 究の背景 と目的
 認知症高齢者 グル ープホーム(以 下、GH)に
おいて、入居者の生活 の場 は共用空 間が 中心 と
なっており、それが果たす役割の重要性は確認 さ
れている(文1)。 さらに、共用空 間の計画 にお
いては、スタッフと入居者が多様な形で関われる
ことを可能にする柔軟性のある空間構成が重要で
あると されてお り(文2)、 従来 のGHの 共用空
間は、食堂 ・談話室 だけを保有す る構成 がほとん
どであったが、近年では、食堂 ・談話室 に加 え、
和室 を保有するGHも 多 くみられ、更に、これ ら
の共用空間に加え、サブ的な共用空間を保有す る
GHが 年々増加する傾向にある。
 そ こで本研究では、サブ共用空間 を含めた共用
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調査時間内 (7: 00-20 : 00の13時間)における

























調 75 -84 4 
査 齢 85- 2 
対 痴 I-II 2人
象 呆 血 3 
者 度 w-v 3 
属 要 1-2 l人
性 介 3 4 




































































































項目 [H] [S] [A] 
入居者 .65歳以上の認知症の高齢者で、共同生活を送ることに支障がないこと。
食事 .3食とも食堂のほぼ問じ府で食べる。
食事の -一部の入居者が職 'IJ食は母体施設か -鯛理専門の職員が




食事の -一部の入居者が下 -一部の入居者が、 -一部の入居者が、











入浴日 でき、入浴日は特定 度入浴する。 回程度入浴する。
されていない。
衰3 各 GHの1日の生活プログラム
時間 [H] [S] [A] 
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図4 サブ共用空間の利用比較
とくサブ2>)問の利用の程度差を、滞在件数の
割合で示したのが図4である。
まず、 [H]と[S]のサブ共用空間の利用を比較
すると、 [H]の方が行為種類が多く、その利用頻
度も多くみられた。これは、 [H]のサブ共用空間
の方が広いためと考えられる。
次に、 2箇所のサブ共用空間の利用を比較する
と、両GHとも、くサブ 1>の方が滞在割合が高
く、行為種類も多い。これは、 [H]の場合は、く
サブ 1>には外部に面した大きな窓があるのに対
し、<サブ2>には半屋外空間に面した開口しか
ないため、暗い印象を受け、更に、くサブ 1>に
はテーブル・椅子・ソファが置かれ、入居者が滞
在できる環境が整っているのに対し、くサブ2>
は洗濯物干し場として利用されていたことが原因
であると考えられる。また[S]の場合には、両サ
ブ共用空間の建築的な環境条件(明るさなど)は
同じであるものの、<サブ2>が車椅子置き場と
なっていたことが原因と考えられる。
以上より、入居者は滞在環境が整っているサブ
共用空間の方をよく利用していると言える。
4.考察(まとめ)
本研究では、サブ共用空間の物理的環境が大き
く異なる GHにおいて、入居者の生活展開に関す
る実態調査を行い、今後の GHのサブ共用空間の
計画に当たって、次のような基礎的指針を得るこ
とができた。
サブ共用空間という新たな生活空間を保有して
pるGHであっても、入居者が積極的にサブ共用
空間を利用する場面はあまり見られず、サブ共用
空間が入居者の生活展開に与える影響は大きいか
否かの結論は出なかった。しかし、 GH側の運用
の仕方によっては、有効な空間になる可能性は否
定できない。①そのためには、サブ共用空間の積
極的な利用を促すような運営方針が必要である。
②さらに、サブ共用空間を設ける場合には、ただ
単に設けるのではなく、物理的環境を整える必要
があるとpえる。
最後に、調査にご協力いただいた各 GHの方々
に厚く謝意を表したい。
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